
（2）

特
集 

｜ S
P

E
C

IA
L

 IS
S

U
E

2050年カーボンニュートラル目標の実現に向けて，産業構造および社会システムの抜本的な変革，
すなわちグリーントランスフォーメーション（GX）が求められている。我が国が経済成長と産業競争
力を維持するためには産業のいち早いGXへの挑戦と，それを支える技術の開発が重要となる。現代社
会において，エネルギーと化学の主役であり続ける石油関連産業も例外ではない。年間約1億5千万 kL
もの原油を輸入し，精製を経て多様な燃料，化学品を生み出す大規模産業がいかにこの課題に立ち向か
うのかは，技術者や研究者ならずとも気になるところであり，石油化学とともに発展した化学工学に携
わる者にとっては尚更であろう。既に，プロセス効率化，再生可能エネルギー・資源導入，CCS，カー
ボン・ケミカル・マテリアルリサイクル等，エネルギーと素材の両分野においてあらゆる方面から石油
関連産業のGX検討ははじまっている。本特集では，それらに関する最新の研究開発動向あるいは産業
レベルでの課題解決に資する取り組みを紹介する。

（編集担当：工藤真二）†
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世界的に地球温暖化による気候変動が深刻化しており，

エネルギー供給の一翼を担う石油産業においても2050年
のカーボンニュートラル社会の実現に向けた取組みが求め
られている。

一方，エネルギーは生活に欠かすことができないことか
ら，石油産業には，現在の原油処理から将来のカーボン
ニュートラルエネルギー供給までの長期に渡るトランジ
ション過程においてもエネルギーの脱炭素化と安定供給を
両立することが求められる。

このような状況を踏まえ，JPECでは，2050年のカーボ
ンニュートラル実現に向けた製油所の転換シナリオを検討
したので，概要を紹介する。また，JPECが現在カーボン
ニュートラルに向けて行っている取組みの中から，トラン
ジション過程において重要な「製油所の脱炭素化」に向けた
技術開発についても併せて紹介する。
 

 
石油産業におけるカーボンニュートラル社会に向けた対

応として，原油由来の液体燃料の製造拠点である製油所
を，水素等の新たなカーボンニュートラルエネルギーの供
給拠点に転換していくことが想定されている。一方，エネ
ルギーセキュリティの観点からは，供給安定性を確保しな
がら段階的に原油処理量を削減し，バイオマスや廃プラス
チックを原料とする低炭素原料に切り替えていくことが求

められる。そこで，製油所の転換シナリオを考えるため，
図1に示す3つのステージに分けて検討を行った。

この検討においては，2030年および2030年以降のCO2

削減に向けて各施策の影響を定量的に把握するため，日本
の製油所を1つに統合した統合モデル製油所を想定し，検
討を行った。この統合モデル製油所では，現在の各製油所
を参考に装置構成や規模などを設定し，各装置でのエネル
ギー消費や製油所から排出されるCO2 量などを見積もっ
た。さらに，図1の各ステージにおいて装置構成を変化さ
せたときのエネルギー消費やCO2 排出に及ぼす影響を評価
した。

初めにステージ1として，製油所の製造時のCO2 削減に
ついて検討した。製油所のエネルギー効率の向上，ボイラー
燃料などの低炭素化，再生可能電力の導入，グリーン水素

（再生可能エネルギーで水分解して作る水素）の導入，CCS（Carbon 

dioxide Capture and Strage）の導入などの対応を行った時の
CO2 削減効果を見積もった結果を表1に示す。この結果よ
り，ステージ1で製油所のCO2 排出量削減効果が高い対策
はグリーン水素利用やCCSであったが，これらの本格普
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図1　�カーボンニュートラル社会に向けた製油所の3つのステージ�
※図中Scope1,2,3は国際基準「GHGプロトコル」で定義
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